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Ｃ－３－２、ＣＫ－３－２共通 別紙２

「繰越事由一覧」

繰越事由 変更後の計画
該当する事例

（記号等） の類型

調査・実験等のやり①エ ・研究途中に当初予定していた結果を得られないこ
直し・再検討計画に関する とが判明し、研究内容・方法を見直す必要が生じ

諸条件 た場合
追加調査・実験等（ ）計画の変更

・専門家からの指摘や他に参考とすべき資料の発見
調査・実験等の期間により研究方法の見直しが必要となった場合
延長

・現在の社会情勢を考慮し、研究内容を再検討する
調査時期等の延期・必要が生じた場合
変更

①キ （新たな知見の発見）
調査・実験等のやり計画に関する ・研究目的を達成するにあたり、新たな知見を優先
直し・再検討諸条件 して詳細に調べる必要が生じた場合

（ ）・・・・・
追加調査・実験等※右欄を参照 ・研究目的を達成するにあたり、他の研究グループ

が国内外で発表した新たな知見を検討する必要が
調査・実験等の期間生じた場合
延長

調査時期等の延期・

変更

（研究協力者の確保難）
調査・実験等のやり・現地災害の影響により研究協力者の渡航が困難と
直し・再検討なり、調査日程を再調整する必要が生じた場合

調査・実験等の期間・雇用情勢の悪化等により、研究対象となる研究協
延長力者の確保が困難となり、調査の着手に遅延が生

じた場合
調査時期等の延期・

変更・データ収集に協力いただく者が体調不良により予
定していたデータ収集の確保が困難となり、デー
タ解析に遅延が生じた場合

（研究協力者の事情）
・研究協力者の都合により、研究計画への参加が困

難となり、代替者の確保等のため研究計画に遅延
が生じた場合

・研究協力者の都合により、研究計画の参加が困難
となり、再度、日程調整を行う必要が生じた場合

（研究協力機関の事情）
・急激な社会情勢(経済・治安)の悪化等により研究

機関の協力が当初の予定どおり得ることができ
ず、再度、日程調整等を行う必要が生じた場合

・共同研究を行う予定が、研究協力機関の都合によ
り急遽延期となり、共同研究の実施に遅延が生じ
た場合
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繰越事由 変更後の計画
該当する事例

（記号等） の類型

①キ （学会等の事情）
調査・実験等のやり計画に関する ・国内外の学会の開催が、主催者等の都合により延
直し・再検討諸条件 期となり、研究成果の取りまとめに遅延が生じた

・・・・・ 場合（ ）
調査・実験等の期間※右欄を参照
延長（印刷社・出版社の事情）

・研究成果を取りまとめた論文、書籍等を印刷する
調査時期等の延期・印刷者・出版社等の都合により、作業が遅延し、
変更当該論文、書籍等の製本等に遅延が生じた場合

（装置の開発遅延）
・装置開発段階で想定外の不具合が発生し、計画を

見直す必要が生じた場合

・業者からの納入部品の性能不足等により、当初の
装置開発計画に遅延が生じた場合

（機器の故障）
・使用予定であった機器が想定外に故障し、その修

理のために、実験着手に遅延が生じた場合

・研究協力機関に設置されている使用予定の機器が
故障し、実験計画に遅延が生じた場合

（怪我・病気）
・研究代表者又は研究分担者が体調を崩して入院し

たため、担当して実施する予定であった実験等の
実施に遅延が生じた場合

⑥オ （マウス等実験動物の確保難）
調査・実験等のやり資材の入手難 ・実験に使用するマウスの繁殖・作成が予定どおり
直し・再検討（ ）・・・・・ 進まなかったために、実験着手に遅延が生じた場

※右欄を参照 合
調査・実験等の期間

延長・作成中の遺伝子改変マウスが想定外の感染事故に
より使用できなくなり、当初計画に遅延が生じた

調査時期等の延期・場合
変更

（資材及び資料の入手難）
・資料提供先の都合により、遺伝子解析に必要な実

験動植物の入手が困難となり、実験着手に遅延が
生じた場合

・原因不明の病気や環境の急変等により、実験に使
用する植物の入手が困難となり、計画に遅延が生
じた場合
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繰越事由 変更後の計画
該当する事例

（記号等） の類型

調査・実験等のやり⑦ア ・事前調査に当初の予定以上に日数を要し、研究計
直し・再検討研究に際して 画に遅延が生じた場合

の事前調査の
追加調査・実験等困難 ・事前調査の結果を踏まえ、再度研究計画を見直す

必要が生じた場合
調査・実験等の期間

延長⑦イ ・研究対象の範囲を広げ、再検討を行う必要が生じ
研究方式の決 た場合

調査時期等の延期・定の困難
変更・新たな知見の発見を踏まえ、研究方式を見直す必

要が生じた場合

・事前の経過観察等の結果、再度研究方法を見直す
必要が生じた場合

調査・実験等のやり③ア ・豪雨の影響で、観測実験が行えなかった場合
直し・再検討気象の関係

（豪雨） ・豪雨の影響で、調査対象地が災害にあった場合
調査・実験等の期間

延長③イ ・豪雪の影響で、雪崩が頻発し安全性の確保が困難
気象の関係 な場合

調査時期等の延期・（豪雪）
変更・豪雪の影響で、観測地域への立ち入りが困難な場

合

③ウ ・風浪の影響で、調査海域の安全性の確保が困難な
気象の関係 場合
（風浪）

・風浪の影響で、調査海域が悪天候となり限定され
た船舶しか現地へ行けず、その船舶の使用が困難
な場合

③エ ・上記に準ずる特異的な気象条件等により、調査・
気象の関係 実験等の計画に遅延が生じた場合
（その他）




